
 

 

 

 

 

 

【令和元年８月号】 

 校 長  髙 井 正 樹 

 

校外学習でお世話になっています 
 ２年生は、郵便局、銀行、電気屋さん、パン屋さ

ん、お肉屋さん、印刷屋さんにお邪魔して、お店の

中やお仕事の様子を見学し、お店の人にたくさんイ

ンタビューをしました。 

 ３年生は、バスに乗って町内を巡り、育成牧場、

開拓記念碑、パノラマパー

クなどを見学しました。子

どもたちにとって、町の自然や産業、人などに直接触れて、わが

町、清水を知り、学ぶことは、とても貴重な経験です。このよう

な学び（十勝清水学）を通して、ふるさと清水に愛着や誇りをも

つ子どもたちを育んでいます。 

 また、４年生は社会科「水のゆくえ」の学習のまとめとして、

浄水場と下水終末処理場の見学に出かけました。私たちの生活に

欠かすことのできない“水”が、どのようにして各家庭に

届けられ、使用した汚水がどのように処理されるのかを学

んできました。それぞれの施設で、職員の方から説明を聞

いたり、質問をしたりしながら、施設・設備の様子、そこ

で働く人たちの苦労などを知り、私たちの生活を支える安

全で清潔な水の行方について、学びを深めることができま

した。 

 ご協力いただいた皆さんには本当にお世話になりました。

心から感謝いたします。 

 

 
                                 教頭 宮 﨑   哲 

３名の体験入学が終了しました 

アメリカから夏休みを利用して御影小学校に体験入学していた３年生１名と兄弟の２・４

年生各１名，合わせて 3 名はそれぞれ体験入学を終えました。それぞれ保護者の実家が御影

御影小学校 

清水小学校 



小学校の校区にあります。３年生は 6月 11 日から７月 22 日までの約 1 か月間，兄弟の２・

４年生は 7月 12 日から 7 月 19 日までの約 1 週間の期間を御影小学校で過ごしました。3

人ともクラスの中にすっかり溶け込み，石の子の一員として元気に学校生活を送っていまし

た。これから少し寂しくなりますが，また来年も体験入学に来てくれることを楽しみに待っ

ています。 

 書写ボランティアの皆さん，ありがとうございます 

今年度も町内の学校では，書写ボランティア（生涯学習ボランティア書道部会）の皆様の

ご協力を得て，毛筆の実技指導をしていただいております。御影小学校においても，３年生

～６年生の書写の時間に本校に来ていただき，ご指導をいただいてお

ります。今年度御影小学校の指導を担当される書写ボランティアの皆

さんは，６名の方々です。１年間で３，４年生はそれぞれ４回ずつ，

５，６年生はそれぞれ５回ずつの計１８回のご指導をいただきます。

既に１学期は各学年１回ずつ計４回のご指導をいただきました。２学

期もどうぞよろしくお願いいたします。 

清水高校２年生のインターンシップ 

清水高等学校のインターンシップとして清水高等学校の２年生１名が７月２３日から７月

２５日までの３日間，２年生（児童２０名）の教室を中心

に授業の参観や，清掃や給食，授業の補助など，３日間の

インターンシップを行いました。生徒さんは本校の卒業生

です。たくさんの子どもたちと接したいという目標を持っ

てインターンシップに臨んでくれました。早速初日の休み

時間から，生徒さんの周りに子どもたちの輪ができていま

した。今後も将来の夢の実現に向けて頑張ってほしいと思

います。 

プログラミング教育に向けて～校内研修～ 

次年度，小学校で全面実施となる新学習指導要領

では，プログラミング的思考を育むことが必修とな

っています。ただし，それは独立した教科ではなく，

既存の教科に関連付けて学ぶなどし，内容・時数等

についても学校の裁量に任されています。先日も，

研修部の先生方が中心となり，実際にパソコンを操

作しながら，校内研修をしました。今後も，先生方 

みんなで様々な研修を進めてまいります。 



 

          教頭 須 藤 正 博 

 

◇地域行事に参加・・・吹奏楽 

夏休み真っ只中、生徒たちは大会やコンクール

に向けて部活動の練習に励んだり、地域行事に

参加したり、また家族で旅行に出かけたり、充

実した毎日を送っている様子です。 

 ７月２７日、吹奏楽部は、「清流祭り」にお

いて、嵐の「夏疾風」に始まる数曲を町民の皆

様にご披露させていただきました。たくさんの

方々に大きな拍手をいただき感謝いたします。 

◇学校花壇の手入れ 

 また、夕方になると学校の花壇には数人の生徒が草

むしりや水遣りに訪れます。きれいに咲いた花々を見

て、にっこりとする姿に生徒の優しさを感じます。 

  

◇進路実現にむけた暑い夏 

３年生は、この夏休みが勝負だと、宿題はもちろん

自らの計画のもと、自己の進路実現に向けて学習に取

り組みます。そうした生徒たちを支援するために先

生方も交代しながらサポートやアドバイスを行っ

ています。どの学年も夏季学習会を５日間ほど設定

し、生徒たちが集まりました。 

 暑い日が続きますが、学校を離れ、家族との時間

を過ごしたり、日頃できない経験をしたりして、大

きく成長した生徒たちと顔を会わせる２学期のス

タートが楽しみです。 

 

                      

教頭 田 代 佳 子 

十勝から、ふるさと清水を考える ～十勝清水学～ 

 ６月下旬から７月上旬にかけ、１年生は然別湖で、２年生は日高町で地域貢献学習（自然

体験）を行いました。自然の中で、人との関わりやチームワークを大切に取り組むと同時に、

十勝の姿を見つめる良い機会となりました。また、十勝管内の他町村へと足を伸ばし、視野

を広げることで、その地域の課題や魅力を知ることもできました。今回の体験活動を通して

実際に見たり聞いたり、肌で感じたものと、学校での調べ学習の中で得た知識を活用し、帰

清水中学校 

御影中学校 



校後に発表会を行いました。 

普段と見方や視点を変えて外側から清水町を見ることで、わが町の抱える課題や魅力に気

づき、自分たちにできることは何かと考えるきっかけにもなったようです。これからも「清

水学」として、清水町の歴史、実情や将来について理解を深めていきます。 

 □１年生、然別湖へ 

 ７月３日、澄み切った青空の下で自然体験が行われました。午前中は二人一組でカナディ

アンカヌーの体験です。最初は息が合わずに苦労していましたが、次第に声を掛け合い協力

しながらスムーズに操作できるようになりました。仕掛けてあったウチダザリガニの網を引

き上げ、大量のザリガニに驚きの声を上げる面々。午後からは特定外来生物の被害と然別湖

の現状、自然の大切さ、人間ができることなど、ネイチャーセンターの方にお話をしていた

だき、真剣な表情で聞く姿が印象的でした。最後に、捕獲したザリガニを試食しましたが、

思った以上に美味しかったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□２年生、日高青少年自然の家キャンプ場へ 

６月２７，２８日は２年生のキャンプが行われました。便利な日常生活から離れ、すべ

てを自分たちで考えながら活動した２日間は大変貴重なものでした。１日目のテント張りか

らスタートし、午後は川下り、ボディラフティング、夕食の炊事、夜はキャンプファイヤー

やナイトハイキングなど自然を満喫しました。２日目は、少年の家本館でのアクティブラー

ニングです。様々な活動を通して人との関わり方や仲間と協力して知恵を出し合い、解決し

ていくことを楽しく学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

事後学習として、各班で体験活動を新聞にまとめました。また、同じ十勝管内の日高町と

私たちの清水町を比較し、様々な視点でふるさとについて考えた内容を記事にしたことで、

我が町への意識も高まったようです。 

２学期に１年生は町内の工場見学、２年生は町内の職場体験など今度は内側から清水町を

学びます。 



【授業中のペイジ先生】 

【北見工大「出張講義」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

                      【第 2学年の、まとめの新聞の記事より抜粋】 

                              

 

校長 平 野 道 雄 

    さようなら！ペイジ先生(T-T) 

 本校のＡＬＴとして平成 29 年（2017 年）８月からお世話に

なっていたペルティア・ペイジ先生がこの７月をもって帰国する

こととなりました。アメリカ合衆国ニューヨーク生まれのペイジ

先生は、その明るく元気なお人柄で、英語の授業や放課後の英会

話教室のほか、他教科の授業などにも協力し、語学力の向上のみならず、生徒の外国への関

心を高めていただきました。芽室高校や鹿追高校の英語指導などにも携わり、大変感謝され

ていました。２年間お世話になりました。 

    外部講師から学ぶ清水高校生 

 ７月 18日(木)、３年次の自然科学系列に設けられた「課題研究」

の授業の一環として、北見工大の井上真澄准教授をお招きし、出

張講義を行いました。せっかくの機会なので、工学などに関心が

ある他系列や他学年の生徒に声をかけたところ、当初予定してい

た人数をはるかに超えた 41 名が最先端の研究に触れ、目を輝か

せて講義に聴きいっていました。大学などの高等教育機関では、

学科の枠を超え、分野を横断して多角的に研究する、いわゆる学際教育の必要性が高まって

いますが、本校でも、総合学科の特徴を活かし、系列に分かれ専門の分野を磨くとともに、

系列や科目の連携に取り組んでいます。今回の出張講義もそうした取組の一つです。 

 

 ７月 19日(金)、２・３年次の性に関わる指導を、帯広人権擁護委員協議会の今野峯夫委員

清水高等学校 



【人権擁護委「性に関わる指導」】 

【ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ事前学習「社会人講話」】 

をお招きし、体育館で行いました。他に清水町の委員の方などに

もたくさん来て、参加いただきました。１年次では、学級単位の

保健の授業の中で、担当教員が思春期保健地域プログラム「性感

染症・エイズとその予防」に取り組んでいます。本校では、自他

を尊重する態度を醸成するため、教員に             

よる通常の授業と、学校外の専門の講師による講義をうまく組み合わせ、より効果的な学習

になるよう、工夫しています。 

 

 ７月 23 日(火)～25 日(木)、２年次の「総合的な学習の時間」

でインターンシップを行いました。生徒は、将来の職業を見据え

て、清水町内 11 事業所（下記参照）をはじめとする 41 の事業

所にわかれ、三日間実習をしました。インターンシップを行うに

当たり、事前学習として７月 16 日(火)、帯広商工会議所登録講師

である office フォージェミネートの高橋好志子代表をお招きして、社会人講話も実施しまし

た。演習を交えながら、企業での心掛けや従業員との関わり方、また社会での心構えなどに

ついて学ぶことができました。 

 インターンシップにご協力いただきました清水町内の事業所は、次のとおりです。ご

協力に感謝いたします。ありがとうございました。 

 有限会社秋島建設、有限会社あすなろファーミング、イエローグローブ清水店、 

 いたばしデンタルクリニック、清水小学校、清水消防署、清水赤十字病院、 

 清水第一保育所、清水町役場、清水幼稚園、せせらぎ荘 

 清水高校では、様々な機会に学校外の専門家による講義や講演などを行うことで、学習へ

の関心や理解を深めるとともに、キャリア教育の充実を図り、社会で活躍できる視野の広い

人材の育成に取り組んでいます。 

 

  

園長  帰  山  孝  美  

 

【ほしの子まつり】…天候を考え、園内で開催 

清水幼稚園 



 ７月１２日（金）に、ほしの子まつりを開催し

ました。七夕飾りをつくったり、願い事を書いた

短冊を飾ったりしながら、心待ちにしていたので

すが、あいにくの雨になったので、２年連続で園

舎の中で開催することにしました。 

開会式の中で、年長さんが『よい子のちかい』の

大役をこなしました。お友達と話し合いながら考えた“ちかい”ということで、心ひとつに

とても上手に発表していました。練習してきた盆踊りもバッチリきまり、その後は子どもた

ちの楽しみにしている親子でフリータイムになりました。 

夜店には「お菓子釣り」、「ボールころがし」などのゲ

ームや食べ物として「おにぎり」「ザンギ」今年初めての

「わにわにパニック」が出店され、子どもたちも大喜び

でした。 

準備いただいた父母と先生の会実行委員さん、ひぐま

の会（お父さん）の皆様のおかげと感謝しています。 

 

【プール活動】…水に親しむ 

清水小学校プールを利用して、『プール

活動』を２回行いました。水中の貝拾いや

フラプープくぐりなど水に顔をつけての

活動でしたが、お友達と競いながら楽しく

水に親しむことができました。 

今年は思ったように気温が上がらず、園庭での水遊びが３回しかできませんでした。異年齢

で遊ぶことを楽しみにしていたので少々残念です。夏休みに入りやっと暑い日がやってきま

した。きっと笑顔いっぱいに水遊びやプールに出かけていることと思います。 

 

 

 

第１２回 中・高連携サイエンス・サマースクールの開催 

        植物 が 水 を 吸い上げる力！！ 
毎年恒例のサイエンス・サマースクールも今年で１２回を迎えました。今回のテーマは「植

物が水を吸い上げる力！」です。植物が根から水を吸い上げ、道管を通って、気孔から水蒸

気として放出。その様な水の流れを生み出す仕組みを、化学や物理の視点から実験を行いま

した。 

教育委員会 

ひぐまクラブスタッフ 

よい子のちかい 

開会式のようす 

子ども盆踊り 



 中・高生に興味がわく題材を中心に講師から説明を聞いた

あとで、最初の大気圧実験が行われました。3 階から 1 階

の水をストローで吸い上げる実験に代わる代わる挑戦しま

したが、思うように吸い上げられず、１０m 以上もある木

がしっかり水を吸い上げることにあらためて関心していま

した。また、身近な市販されているしょうゆボトルの仕組み

やキャップの工夫について学び、見るほどに興味が深まった

ようでした。 

浸透圧実験では、かいわれ大根を使った実験、半透膜を使った実験など身

近な化学に驚くと共に、化学や生物などへの興味が深まったスクールとなり

ました。 

参加者のアンケートには、「特に大気圧の実験が面白かった。なぜ 10m 以上

になったら水が上がらないのか詳しく知りたいと思った。次の理科の授業は今ま 

でより興味が持てると思う 」や「浸透圧は医療などでも活用されていると知り、人類と化学

は切っても切り離せない関係なのだと思った。毛細管現象については、早く謎を解き明かし

て欲しい」と言う声が多く書かれていました。 

 

 

 

 

 

（教育指導幹 福 原 幸 江） 

 

  

 

 

 家庭・学校・地域 

今月の取組 

家庭は、家族の一員 

お手伝い 

地域は、笑顔で声掛け 

       こんにちは 

 
夏～かぐわしい香りの中で 志（夢）大きく高く 


